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伊豆小笠原海溝斜面の海底ケーブル式地震計によって観測される地震波形と雑音

スペクトル

Wave forms and noise spectrum obtained by the cable OBS on the Izu-Bonin Trench slope
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９７年１月G e O - T O C海底ケーブルを利用して伊豆小笠原海溝斜面の水深2 , 8 0 0 mにケーブル式海底地震計を設置
した。地震計は３成分加速度計、ハイドロフォンを備えている。いくつかの興味ある波形例とノイズスペクトル
について示す。鳥島近海や新島付近で起きた地震では大振幅の表面波と考えられる波群が顕著に現れる。海底の
雑音は加速度計、ハイドロフォン共約３秒にピークを持つスペクトルを示し1 0 - 2 0秒付近はもっとも静かである。
ハイドロフォンと上下動地震計の雑音波形の相関が顕著である。顕著なＳ波の偏向異方性がいくつかの地震につ
いて認められた。２成分におけるＳ波の到達時刻の差は２秒から０．２秒程度であった。

伊豆小笠原海溝の海溝斜面に設置したケーブル式海底地震計は神奈川県二宮～グアム島へ至るG e O - T O C海底ケ
ーブルを利用して１９９７年１月水深２，８００ｍに設置したものである(Kasahara et al., 1997,1998)。この海底
地震計はいくつかの点で従来の海底地震計と異なっている。まず、地震計としては３成分加速度計を使用してい
る。これをＤＣ－５０Ｈｚまで平坦な特性の増幅器を経由して、２４ビットＡ／Ｄ変換をし、アナログケーブル
を経由してデジタル伝送を行い、地震研究所でリアルタイムでデータを取得している。この特性のために、加速
度計は傾斜変動も記録することができる。またハイドロフォンがセンサーとしてついており、これは０．１Ｈ
ｚ－２５０Ｈｚの特性を持っている。このデータは陸上まではアナログ伝送をし二宮陸上局で１６ビットでデジ
タイズしている。その他、水晶圧力計、水晶温度計、内部監視用の温度計がある。陸上からは地震計の姿勢、増
幅率、伝送速度などを変更できる。

設置以降調整などに時間を要したが、現在ほぼ定常的な観測をすることができるようになった。そこで、現
状を紹介すると同時に最近までにケーブル式海底地震計によって記録されたいくつかの興味ある波形例と、雑音
スペクトルについて紹介する。例えば、鳥島近海や新島付近で起きた地震では大振幅の表面波と考えられる波群
が顕著に現れる。これらの波群はハイドロフォンにおいても明瞭である。石垣島、種子島の地震でも同様な表面
はと考えられる波群が認められる。１９９７年１１月深さ８０ｋｍで起きた地震計直下の地震に対しコサイスミ
ックと余効的な傾斜変動を観測した。前兆的な変動は検出できなかったが、もし１０マイクロラジアンを越える
前兆的傾斜変動が地震前にあればこのシステムで検知可能であり、伊豆小笠原海溝周辺の地震に対し震源近傍の
前兆現象の存在を明らかにできる可能性がある。

上下動加速度計、ハイドロフォンではＰ波波形がきわめて単純は地震があり、もっとも単純な地震波形の例
ではインパルスである。また海面での反射層が著しい。Ｐ波初動に対する上下動加速度計の波形とハイドロフォ
ンは極めよい相関を示すが、海面反射波は逆位相で到達する。

海底の雑音は約３秒にピークを持つスペクトルを示す。また、１０－２０秒付近はもっとも静かである。ハ
イドロフォン、加速度地震計とも同じ周期のスペクトルピークを持っている。雑音波形はハイドロフォンと上下
動地震計との相関が顕著である。これらの雑音レベルは海上気象が悪いときに大きくなり、海面の動揺に起因す
る圧力変動と考えられる。このスペクトルピークの周期は移動型地震計によってそれまでに記録されているスペ
クトルとほぼ一致する。移動型地震計では速度型地震計による雑音スペクトルピークの周期は場所によらずほぼ
一定であるが、ただ絶対振幅は深度よって変動した。

顕著なＳ波の偏向異方性がいくつかの地震について認められた。２成分におけるＳ波の到達時刻の差は２秒
から０．２秒程度であった。


